
針葉樹稚苗の立枯病防除に関する研究(第lV報)
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第R報では，木酢液の濃度，秋まき時における薬剤消毒，ホルサイドの施用量，木酢液と他薬剤との併

J用試験などの結果を報告した。本報では，引き続き秋田営林局管内湯沢，真室川，向町の 3 営林署および

当山形分場苗畑を用L 、， 1960 年度実施した木酢液と他薬剤lの併用試験および木酢液の時期別施用試験，秋

まきと春まき時における消毒比較試験などの結果をとりまとめて報告する。

本試験を行なうに当たり，終始ご指導とど鞭縫を賜わった本場保護部長今関六也，樹病科長伊藤一雄両

ー氏に対し，また試験地設定その他種々ご支援とご配目聖を煩わした秋田営林局造林課ならびに湯沢営林署菅

'生署長，金沢経営課長，真室川営林署元銭谷署長，元小原経営課長，向町営林署小熊署長，元三宅経営課

長，なお本試験に協力願った当山形分場児玉武男，青山安蔵，星川陽吉技官らの各位に対し，深甚な謝意

を表する。

2. 試験首畑の概況

試験苗畑はいずれも 1958年以降継続使用中のもので，前報に苗畑の概況を掲記したのでここでは省略す

る。

3. 針葉樹稚苗の立枯病防除試験

A. 木酢液と他薬剤の併用試験

a. 木酢液と焼土の併用試験

(1) 目 的苗畑病害のなかでも最も防除困難とされている本病の地中腐敗型，根腐型などについ

て木酢液が有効であることはすでに報告したが，本報では，これらの結果をもととしてさらに木酢液の薬

，効の向上と，その薬液の節約をねらいとしてこの試験をとり上げたっ

(2) 方 法 これらの試験は，単用と併用による効果を試験したもので，試験地はラテン方格法に

より， 4 ブロァク， 16プロァト， 1 プロァトの大きさは湯沢，真室川，向町営林署苗畑では 2.5m2， 山形

'分場苗畑では 1m2 としたコ

供用した樹種はカラマツおよびスギで，薬剤散布は，播種 1 週間前とし，調査は各プロットの発芽中庸

之認められる箆所を選び， 50cm X 50cm， すなわち0.25m2の調査区をフ・ロット 2.5m2 については 2 カ所， 1 

瑚2 では 1 カ所設定し，肉眼観察により，病筈， 虫害，その他の害(病虫害の判明しないもの〉に区分し

{l)東北支場山形分場長 (2)(3) 東北支場山形分場多雪地帯林業第一研究室員
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て被害苗を 1 週間ごとに調査し，最後に累計して最大発芽本数に対する擢病率を求め，各処理問の効果を

判定した。また，本病の発生時期を知るために月別の罷病状況を調査した。

さらに秋の掘取り時には，処理聞の得苗本数ならびに生産苗木の苗高別配分割合についても調査するた

め，スギについては 2.5cm， カラマツでは5.0 c隅の級差により，それぞれの標準に対する得苗率を求め，

単に処理問の防除効果のみにとどまらず生産苗の品等についてもあわせて調査を行なった。

(3) 結果

a) 湯沢営林署院内苗畑 当首畑の結果は第 1 図に示すように， 8 月 2 日の最終調査で，最も良好な

成績を示したのは，木酢液単用区の3.8%，ついで、木酢液と焼土併用区の 4.0%，焼土単用区 4.8~百，標準

区では 6.3% の発病を見た。しかし検定の結果危険率5%では有意性は見られなかった。
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第 1 図 木酢液と焼土の併用試験成績

樹種 カラマツ， 1960 於湯沢営林署院内苗畑
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第 2 図 木酢液と焼土の併用試験成緩
樹種 カラマツ， 1960 於真室川営林署真室川苗畑
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真室川苗畑の結果は第 2 図に示すとおりで，処理問により多少のノミラ

ツキはあるが，木酢液と焼土の併用区が最も良好で，その権病率 15.7%を示し，ついで木酢単用区の 17.5

%.焼土と標準区はほぼ一致し，前者はむしろ低下し25.0%. 標準区では24.6%を示したが，検定の結果

真室川営林署真室川苗畑b) 

では有意性は見られなかった。

当苗畑では各処理聞とも，きわめて発病が少なしかっパラツキも大で調向町営林署院内苗畑c) 

査の対象からとり除いた。
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第 3 図 木酢液と焼土の併用試験成績
樹種スギ. 1960 山形分場苗畑
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第 5 図月別権病率
樹種 カラマツ. 1960 於真室川

営林署真室川苗畑
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第 4 図月別権病率
樹種 カラマツ. 1960 於湯沢

営林署院内苗畑

7fl 6 月
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←一一・木酢液 2.5 倍液Ii!. 8~m'包
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8月

第 6 図月別様病率
樹種 スギ，於山形分場苗畑

d)山形分場苗畑 山形分場苗畑の結果は第 3 図

に示すように 9 月 6 日の最終調査で，最も成績良好

なのは木酢液と燐土の併用区で，その羅病率2.4% ，

焼土単用区4.6%，木酢単用区 4.7~皆，標準区は 5.8

%を示し，検定の結果木酢液と焼士の併用区におい

ては標準区に対し，危険率5%の有意性が認められ

たが単用区では見られなかった。

次に月別発病状況について見ると，第 4~6 図の

とおり， 4 苗畑により発病状況に差異があり，湯沢

営林署の院内苗畑ではいく分のバラツキはあるが，

概して 7 月が最も多く，ついで 6 月， 8 月の順にな

っている。真室川苗畑では 6 月が最も多く， 8 , 7 , 

9 月の!原を示し，向町営林署の弟省苗畑は多少のパ

ラツキがあるが大体以上の苗畑と同じ傾向を示し

た。

山形分場苗畑では， 7 月が最も発生し，標準区を除き 9 月が最も少なL 、@

さらに標準区に対する処理問の得苗状況を示すと第 7~10図のとおりで， 4 苗畑とも木酢液と焼土の併

用区に大首が多く生産されている。ことにカラマツは 20.0cm 以上で顕著な差が見受けられ，またス手で

ßI , 

~ヰ酢25倍液区 8μ"
E三三ヨ ft 土区(地表 1 c札〉

匡霊童書本酢十焼土区

-標準区

、一一ー~一ー~、ーーー......---J 、ーーーーマーーーJ 、ーー~、ーー~ーーーJ 、ーーー~一一一J
5.0，~軍満 5.1-10.0 10.1-15.0 15.1-2M 20. 1-笥.0 釘 I酬且土

第 7 図標準区に対する得苗率
樹種カラマツ， 1960 於湯沢

営林署院内苗畑
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第 8 図標準区に対する得苗率
樹種カラマツ， 1960 於莫室

川営林署真室川苗畑
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第 9 図標準区に対する得苗率
樹種 カラマツ， 1960 於向町

営林署赤倉苗畑

も同様な結果がうかがわれた3

b. 木酢液とナラマイシンの併用試験

本試験のく 1) 目的および (2) 試験方法は前記 a. 併用試

験と同様であるのでここでは省略する。

(3) 結果

この成績は，第11図に示すように，発病はきわめて僅少で

あるが， 9 月 6 日の最終調査において標準区は 3.7%の擢病

% -一ー一本酢 3 由液Ii 8~，，' 
4.0T ____, 

.-一ー・ナちマイ~>2500告液E 8YIfl2. 

・ ー・木酢+ナヲマイ;;...::.区日

_1.0t …--_-標準巨

主

_. -
・ ・ ーーーーーー ・・ー・ 司・h ・・'‘・..ー司k ・.-, , 

, , 

ン
一一一一一一一一-'

..at --ーーー'
_/〆 _----ーーーー_.-

.---

三気 :少 J詰 Jレ J!Y.J� 三vir .y )l-- ß孟

第 11 図 木酢液とナラマイシンの併用試験成績
樹種 カラマツ， 1960 於山形分場苗畑
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第 10 図標準区に対する得苗率
樹種スギ， 1960 於山形分
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第 12 図月別擢病率
樹種 カラマツ， 1960 於山形

分場苗畑
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第 13 図標準区に対する得苗率

率を示したが，木酢液単用区は 1.8%. ナラ 7

イシン単用区1.7 %.木酢液とナラマイシンの

併用区はわずかに 0.9%の擢病率にとどまり，

検定の結果標準に対し，各処理区とも 1%の有

意性を示した。

次に月別の権病率は第12図に示すとおりで，

各処理区とも 6 月. 7 月に多く. 8 月以降はわ

ずかな発病しか見られなかった。

さらに標準区に対する菌高別苗木生産割合を

調査したが，その成績は第13図に示すとおり

で，木酢単用区が良好で， 5.1~10.0c隅では1. 9.

倍， 10.1~15.0cm では約2.0倍. 15.1 cm 以上

では 6.5 倍となり，ついで木酢液とナラマイシ

ンの併用区で，とくに15.1~20.0c加にあっては

10 倍という好結果が得られたコナラマイシン

ττ五Jm 単用区は標準区よりも大苗が少なくなっている

樹種 カラマツ， 1960 於山形分場苗畑

が，本病にナラマイシンを使用したのは今回の

試験がはじめてなので，今後さらにくりかえし

試験を行なうつもりである。

B. 木酢液の時期別路用試験

( 1) 目的

木酢液は，今までの本病防除試験では常に好結果を示していることから，その施用の時期による発芽勢

の関係をつまびらかにするとともに，一方薬害関係をも調査し，当地方での最も効果的な散布時期を知る

ために，当山形分場苗畑で，カラマツ播種について本試験を行なった。

(2) 方法

本試験地はラテン方格法により，その散布時期を 4 月下旬. 5 月上旬. 5 月中旬，標準(無散布)の 4

プロック， 16プロット，その面積 1 プロット 1 m2について実務し，薬剤散布はし、ずれもまき付 1 週間前に

木酢原液をがあたり 81 散布した。調査は肉眼観察により 1 週間ごとに各プロット中に発芽中庸な箇所を

選び. 50c捌 X50cm， すなわち 0.25m2 の調査区について，病害，虫害，その他の害(病虫害の判明しないも

時期別薬剤ならびに搭種月日

試 験 区 薬剤散布月 日 播 種 月 日

I 4 月 27 日 5 月 4 日

E 5 月 7 日 5 月 14 日

m 5 月 17 日 5 月 24 日

IV 標準区(無散布〕 5 月 4 日
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第 14 図

樹種

の〕に 3 区分して調査し，最大発芽本数に対す

711 

第 15 図月別擢病率

樹種 スギ， 1960 於山形分場苗畑

ロ
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る権病率を求め，処理聞の比較を行なった。

さらに月別の発病状況および秋の掘取り時に

生産苗木の苗高別配分割合などについて，標準

に対する得苗率なども調査し，単に病害の発生

状況のみにとどまらず生産苗木の品等について
1000 

も前記試験区同様に調査した。

明8果結(3) 

本成演は第14図に示すように，処理聞の発病
800 

9 月 6 日の最の多いのは標準区(無散布)で，
700 

終調査でその擢病率10.4%，ついで 4 月 27日散

6曲
5 月 7 日散布区の2.8%. 最も散布区の6.0%，

5∞ 布の遅い 5 月 17日では成績最も良好で 2.6%を

示した。
4∞ 

次に散布時期と発芽関係、を調査した結果，最
300 

5 月 7 日散布区も発芽本数の多かったのは，

で，その最大発芽本数は m2 あたり 656本，つい

5 月 17 日散布区ので 4 月 27日散布区の 468 本，

2~cm末商 Z6-5.0 S.ト7.5 7.6叶0.0 10./-12.5 cm 

第 16 図標準区に対する得苗率

樹種 スギ， 1960 於山形分場苗畑

309本，標準区は299本で最も少なかった。この

ように 5 月 7 日を最大とし，それよりも早くて

もおそくても発芽本数は減じている。次に月別

4 月 27 日およ9 月の!願になっているが，

の発病状況の結果は第15図に示すとおりであ

本表でわかるように，標準区は最大発病が 8 月で，次は 7 月，

る。
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eび 5 月 17日は処理聞には発病差はあるが， Î , 8 月は全く同程度の発病状況をつつ・け， 9 月にともに低下

している。ここで 5 月 7 日散布区のみ 7 月が最大発病で， 8 , 9 月と順次低下している。

次に苗木の苗高別配分割合を調査したが，この成績は第16図に示すとおりで， 4 月 27日散布区が最も良

好で，標準区に対し， 5.1~7.5cm においては 16倍. 7.6~1O .0cm で13倍， 10.1~12.5cm にあっては約

:20倍を示した。ついで 5 月 7 日， 5 月 17日散布区の順となっているn このように散布時期により発病にも

また苗木の成長にも相当の差が認められた。

C. 秋蒔と春務時における薬剤妨除比較試験

(1)目的
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第 17 図 秋まき春まきの比較試験成績
樹種 スギ， 1959~1960 於真室川営林署真室川苗畑
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第 18 図月別寵病率
樹種スギ， 1959~1960 於真室川
営林署真室川苗畑
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第 19 図標準区に対する得苗率
樹種スギ， 1959~1960 於真室川

営林署手室川苗畑
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積雪地帯の苗畑事業としてスギのまき付は，秋まきが一般的とされ，秋田営林局管内ではその約60%ま

で実施されている現況から，春秋まき付に際しての薬剤防除効果のいかんを知るために比較試験をとりあ

げ，カラマツ樹種もあわせて試験を実施した。

(2) 方法

本試験は，ラテン方格法に基つeき，真皇室川苗畑ではスギ，山形分場苗畑ではカラマツにつき，供用薬斉ul

は木酢液，ホノレサイド，ウスフ・ルンを用L 、，標準区をあわせて 4 プロック， 16プロずトとし，その面積 l

プロット 1 m2について行なった。

調査は前記試験と同様の方法に

よって行なった。本試験を施行す

るにあたって供用種子はもとより

試験地の配列などとり扱い方につ

いては，つとめて同一条件になる

ようとくに留意した。

(3) 結果

a) 真室川苗畑本成績は第

17図に示すとおり，真室川苗畑で

は多少のパラツキが見られたが，

春秋まき付とも木酢液区が良好

で，春まきでは 13.3%，秋まき

は17.4%，次はウスプルン区で，
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第 20 図 秋まきと春まき時における薬剤防除比較試験成績
樹種 カラマツ， 1959-1960 於山形分場苗畑
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第 21 図月別穣病率

樹種 カラマツ， 1960 於山形分場苗畑

第 22 図標準区に対する得苗率
樹種 カラマツ， 1960 於山形分場苗畑
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その春まきが19.8%，秋まきは20.6%，ついでホノレサイド区の春まき21. 5%，秋まき21. 8%，標準区は春

まきが17.9%. 秋まき20.6%となり，擢病率では秋まきが春まきよりも大なる傾向が認められた。

しかし発芽関係から見れば，標準区を除いた処理問では，秋まきが春まきよりも約 2倍の発芽本数を見

た3 標準区では春秋とも概して変わらなかったっ

次に月別発病状況を見ると第18図でわかるように，春秋まき付とも 7 ， 8 月が最も発病を見. 6 月， 9 月

は概して少なかった。

次に秋まきの標準区に対する生産苗の首高別配分割合を見ると，第19図のとおり，木酢液区は全般的に

すぐれ，とくに大苗になるほどその効果が顕著であったっついでウスプルン区となり，ホルサイドと標準

にあっては，若干ホノレサイドが良好なるも見るぺき結果を示さなかった。

b) 山形分場苗畑

次に山形分場苗畑で実施したカラマツについての結果は第20図に示すとおりで処理聞に著しいパラツキ

を見た。とくに注目すべきことは従来の試験結果から見ても，ほとんど例外なく木酢液は成積良好である

が，秋まきでの最終調査の結果では14.0%の発病を見，ホルサイド区11. 1%， ウスプノレン区 9.9%，標準

区14.7%の擢病率を示し，処理区はし、ずれも標準との聞に格段な発病差が見られない。

また春まきについて見るに，最終調査において最も成績良好な区はホノレサイドの 4.9%. 次は木酢液区

とウスフ。ノレン区の5.5%，標準区は6.5%を示したっ

月別の発病状況を見ると第21図でわかるように各処理とも概して 6 月が最も発病少なく，次は 7 月，最

高は 8 月となり秋まきはとくに顕著であるつさらに苗木の苗高別生産割合を見るに第22図に示すとおり，

秋まきは春まきに比し一般的に大苗が多く，また処理区においては木酢液散布区が他の処理区に比し春美

まきとも常に大苗の得苗の大なることがわかる。

4. 摘要

1) 本報では， 1960年度秋田営林局管内湯沢，真室川，向町営林署および当山形分場苗畑で実擁した針

葉樹稚苗の立枯病防除試験の結果をとりまとめたものである。

2) 試験の種類は，木酢液と燐土，およびナラマイシンの併用，木酢液の時期別施用，秋まきと春まき

時における薬剤消毒効果の比較試験などである。

3) 本試験は，すべてラテン方格法により，樹種は主としてカラマツを主体にしたが，試験の種類によ

りスギについても行なった3

4) 供用薬剤は，併用試験においては木酢液にナラマイシン，春秋まき付の消毒効果比較試験では木酢

液， ウスフ勺レン， ホノレサイドの 3 種である。

5) 木酢液と焼土の併用試験の結果では苗畑により必ずしも一致しないが，概して両者の併用区が防除

効果はもとより苗木の品等も成績良好であるつ

6) 木酢液とナラマイシンの併用試験においては，きわめて発病が全般的に少なく，各処理問とも 5%未

満にとどまったが，なかでも併用区が良好な傾向を示すようで，今後引き続き試験を行なうつもりである。

7) 木酢液の時期別施用試験の結果で、は，当地方では 5 月 17日に散布したものが 4 月 27 日と 5 月 7 日

に散布したものより成農良好であった。しかし発芽ー関係について見ると 5 月 7 日散布区が最大発芽本数

を示しそれよりもおそくても早くても不良のようである。また苗木の品等から見れば最も早く散布した
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4 月 27日が最も大苗苗木の生産が多かった。

8) 秋まきと春まき時における薬剤防除効果の比較試験の結果，各苗畑とも防除効果から見れば秋まき

よりも春まきが良好な傾向が認められるが，発芽関係、から見るとスギは秋まきが良好で，春まきは不良，

またカラマツはこれと反対の結果を示した。さらに用いた 3 種の薬剤lについて見れば，春秋いずれも最も

良好な結果を示したのは木酢液で，苗木の品等も良好であった。

付表-1.気象観測表

昭和 34 年 11 月 ~35 年 10 月 於山形分場苗畑
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付表ー2. 気象観測表

昭和35年於湯沢営林署院内苗畑

:メヱ
気温。c 地 温。c

降水量 降日 雨数
乾球|最高|最低

湿度%
勿日n

4 月 8.9 11.6 1.1 71 5.8 173.5 4 

5 月 16.5 18.7 6.2 66 13.6 97.6 5 

6 月 16.7 23.7 11.5 78 17.4 123.3 4 

7 月 22.6 25.8 15.7 78 22.6 95.1 2 

8 月 24.8 28.0 11.7 82 24.0 177.3 5 

9 月 19.5 23.6 11.6 84 18.5 175.8 5 

10 月

ただし降水量は月総降水量。

付表-3. 気象観測表

昭和34年11月 ~35年10月 於真室川営林署真室川苗畑

二メと
気温。C 地 温。c

降水量

乾球|最高|最低
湿度% mm 降雨日数

34年 11 月 6.3 11.9 2.3 87 9.4 10.5 161.3 19 
12月 1.2 5.5 -2.5 85 4.3 5.3 291.1 16 

35年 l 月 -0.6 1.2 -5.1 86 欠測 欠1lI1J 254.6 6 

2月 0.1 4.2 4.1 87 イシ イシ 201.7 12 
3月 2.4 6.9 0.9 87 今 ク 171.0 11 
4月 8.3 13.8 0.7 76 6.3 6.6 192.3 17 

5月 15.1 20.7 7.1 79 12.6 12.5 166.2 18 
6月 20.0 24.1 8.4 77 17.3 17.0 163.5 16 
7月 22.7 27.1 13.0 82 22.2 21.7 144.8 12 

8月 21.3 29.5 18.5 81 24.2 23.8 118.2 14 
9月 24.9 24.7 13.5 88 20.8 21.3 158.2 18 
10月 11.9 18.3 5.2 84 14.3 15.2 96.91 13 

付表-4. 気象観測表

昭和35年於向町営林署赤倉首畑

~I 気温。c 地 温。C
降水量

乾球|最高|最低
湿度%

地被 cml20cm mm 降雨日数

4 月 7.7 11.5 1.9 70 
5.5 

17 

5 月 14.9 18.3 8.9 75 18.6 2.6 
14 

6 月 18.5 22.2 12.9 78 22.2 17.5 (1023.5.) 4 16 

7 月 22.6 26.2 18.0 79 26.9 22.ll| 1(973.8.2 ] 10 

8 月 24.2 27.8 19.2 82 28.5 23.7 
(94.0) 

12 
3.0 

9 月 19.3 23.7 14.1 83 23.4 20.3 
(137.0) 

17 
4.6 

10 月 11.8 16.8 6.3 82 15.6 13.7 
(111.3) 

11 
3.6 
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国版説明

Plate 1 木酢液と焼士の併用試験

A-D  (湯沢営林署院内苗畑〕カラマツ

A: 木酢 2.5 倍液 811m2 B :焼土地表 1.0cm C: 木酢 2.5 倍液 811m2+焼士地表 1. 0cm併用

D: 標準

E-H (真室川営林署真室川苗畑〕カラマツ

E: 木酢 2.5 倍液 811m2 F :焼土地表 1. 0cm G: 木酢 2.5 倍液 811m2十焼土地表 1.0cm併用

H: 標準

Plate 2 ïf;;酢液と焼土の併用試験

A-D (向町営林署務省苗畑)カラマツ

A: 木酢 2.5 倍液 811m2 B :焼土地表 1.0cm C: 木酢 2.5 倍液 811m2+焼土地表 1.0cm 併用

D: 標準

E~H (山形分場苗畑〕スギ

E: 木酢 2.5 倍液 811m2 F :焼土地表 1. 0cm G: 木酢 2.5 倍液 811m2+焼土地表 1. 0cm併用

H: 標準

Plate 3 木酢液とナラマイシンの併用試験

A~D (山形分場苗畑〕カラマツ

A: 木酢 3.0 倍液 811m2 B: ナラマイシン 2， 500 倍液 811m2 C: 木酢 3.0 倍液 811m2+ナラ

マイシン 2 ， 500 倍液 811m2併用 D: 標準

木酢液の時期別施用試験

E~H (山形分場苗畑)スギ

E: 4 月 7 日散布区 F: 5 月 7 日散布区 G: 5 月 17 日散布区 H: 標準(無散布区〉

Plate 4 秋まきと春まき時における薬剤l防除比較試験

A~D (真室川苗畑〕春まきスギ

A: 木酢液 811m2 B: ホル+イド75glm2 C: ウスフ.ルン800倍液 811桝2 D: 標準(無散布〉

E~H (真室川商畑〕秋蒔スギ

E: 木酢液 811隅2 F :ホノレサイド 75 glm2 G: ウスプルン800倍液 811m2 H: 標準(無散布〉

Plate 5 秋まきと春まき時における薬剤l防除比較試験

A~D (山形分場苗畑)春まきカラマツ

A: 木酢液 811m2 B: ホノレサイド75g1削2 C: ウスプノレン800倍液 811m2 D: 標準(無散布〉

E~H (山形分場苗畑〕秋蒔カラマツ

E: 木酢液 811m2 F :ホノレサイドー75glm2 G :ウスプルン800倍液 811m2 H: 標準(無散布〉
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Studies on the Control of Damping-off of Coniferous 

Seedlings CPart IV). 

Y皦a NOHARA, Toshimi SATﾓ and Takeshi ENDA 

(R駸um�) 

This paper deals with the results of field experiments on control of damping-off of coniferous 

sεedlings by several chemicals conducted in 1960. 

At the experiments, which were carried out by the Latin square method, seedling of Japanese 

I紅白 (Larix Kaempferi) were mainly used as test plants, and Japanese cedar (Cryptomeria 

japonica) were additionally used. 

pyroligneous acid, Naramycin, Uspulun and Forcide were used as test chemicals. The results 

'ﾜbtained are as follows: 

1. pyroligneous drenching followed burning soil was fairly effective not only in the prevention of 

the disease, but also in promoting the growth of the seedling. 
2. At the comparison between the drenching with pyroligneous acid and burning, it seemed 

that the double treatment. of them was more effective than any single treatment to the disease 

prevention and also to the growth of seedling. 

3. The double treating with pyroligneous acid and Naramycin was also more effective than 

君ingle treating. 

4. pyroligneous acid treatments were better for the disease control for spring sowing than 

autumn. The emergence of seedlings was better at spring in the case of Japanese cedar and at 

autumn in Japane活e larch. 
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